
令和　７年　２月１９日

（株）建設技術研究所　東京本社

中央区日本橋浜町３－２１－１

Ｒ６川崎国道事業整備効果検討業務

川崎国道事務所管内

土木関係建設コンサルタント業務

履 行 期 間 (自) 令和　６年　８月　１日

履 行 期 間 (至) 令和　７年　６月３０日

　　９０，９８１，０００円（税込み）

＋　３５，２８８，０００円（税込み）

　１２６，２６９，０００円（税込み）

別紙のとおり

変 更 前 の 契 約 金 額

契 約 業 者 の 住 所

変 更 後 の 契 約 金 額

変 更 理 由

変 更 金 額

業 務 概 要

（変更した内容について
記述する）

契 約 業 者 名

契 約 変 更 年 月 日

１．整備効果分析 
①整備効果分析・検討 
②交通量推計 
③事業評価監視委員会資料案作成 
④浮島ランプ周辺の整備方針検討 
⑤ＤＸ関連検討 
⑥川崎市内ニーズ調査 
⑦擁壁健全度判定調査 
２．履行期間

業 種 区 分

業 務 場 所

（第1回）契約変更の内容

業 務 の 名 称



変更契約の内容別紙

１．整備効果分析

①整備効果分析・検討

設計内容精査の結果、条件変更が生じたため、整備効果分析・検討の数量精査（増）を行う。

②交通量推計

設計内容精査の結果、条件変更が生じたため、交通量推計の数量精査（増）を行う。

③事業評価監視委員会資料案作成

設計内容精査の結果、条件変更が生じたため、事業評価監視委員会資料案作成の数量精査（増）を行う。

④浮島ランプ周辺の整備方針検討

設計内容精査の結果、湾岸の整備形態を検討する必要が生じたため、浮島ランプ周辺の整備方針検討を増工する。

⑤ＤＸ関連検討

設計内容精査の結果、川崎国道事務所管内においてＤＸを推進する必要が生じたため、ＤＸ関連検討を増工する。

⑥川崎市内ニーズ調査

設計内容精査の結果、地域特性を踏まえたニーズを把握する必要が生じたため、川崎市内ニーズ調査を増工する。

⑦擁壁健全度判定調査

設計内容精査の結果、事務所受水槽基礎の健全度を把握する必要が生じたため、擁壁健全度判定調査を増工する。

２．履行期間

上記の変更により履行期間を１２２日延長し、令和７年６月３０日までとする。

変　更　理　由
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